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子どものテリトリー形成に関する基礎的研究 
 
A Basic Study of Children Territories’ Shape. 
 

西田弥生* 土肥真人** 杉田早苗** 
Yayoi Nishida Masato Dohi Sanae Sugita 

 
We attempt to recognize and analyze basically children territories’ shape in this paper.  We 
conducted research workshop using Gulliver Map method with primary school children and take 
territory data for the first time.  The dates are analyzed comparing with physical space apparatus 
and social boundary.  As results, some physical space apparatus show particular character, like wide 
roads tend to be territory boundaries, parks are involving territory form the very first step of 
territory shape, and firm lands would not be a fascinate space for children. The location of children’s’ 
house in the school district have an influence on direction of territory’s shape. 
Keywords: children, territory, play, a school district, geographic information system 
  子ども,テリトリー,遊び,学区,地理情報システム 
 

 
１．研究の背景・目的 
本研究においてテリトリーとは「遊びを含む子どもの

行動圏の舞台となる、ひとつのまとまりのある空間」を

意味する。子どものテリトリーは、大人のそれと比較す

ると自宅周辺に集中しやすい傾向を持っていると考えら5 
れる。そのため、自宅の周りの環境が子どものテリトリ

ー、さらには子どもの行動自体に与える影響は大きいと

考えられる。特に、現代の都市空間は機能的に配置され

ており、機能によって配された物理的空間要素や学区な

どの社会的境界が、子どものテリトリーにどのような影10 
響を及ぼしているのか、その関係を探ることは重要な課

題である。 

子どもの年齢の変化に伴う遊び場・遊び内容の変化に

関しては、様々な研究が行われている。その内容は、年

齢が上がるにつれ遊び場の利用率が変化し、運動場・公15 
園の利用率が高くなることを示したもの1)、学年によっ

て遊び場の数や、遊びの分散が変化することを示したも

の2)など、遊び場そのものについてのもの3)や、自宅から

遊び場までの距離について分析し、児童公園の誘致距離

を計測したもの4)などがある。また、遊び環境のデザイ20 
ンに関するもの5)6)、体験を重視した遊び場づくりの事例

を紹介したもの7)8)、子どもの年齢と遊び内容の変化につ

いて考察したもの9)、三世代の遊び内容と遊び場の変化

を調査したもの10)、などの著作もある。また子どもの生

活圏に関しても様々な研究が行われており11)、その調査25 
方法も多岐にわたっている12)。しかし、機能別に配置さ

れた物理的な空間要素および社会的境界と子どものテリ

トリーの関係に焦点をあてた研究は管見ではない。 

以上を踏まえ、本研究では、子どものテリトリー形成

の決定要因を明らかにすることを目的とする。研究方法30 
は、調査結果から子どもの遊び場、テリトリーの全体的

傾向を分析した後に、そこからテリトリーの決定に大き

く関わっていると考えられる要因を抽出する。そして、

その要因がどの程度テリトリーに影響を与えているかを、

全体、学年、自宅の位置などの要素別に定量的に分析し、35 
考察する。 

 
２．調査の概要 
２－１ 調査方法 
茨城県つくば市二の宮小学校の児童 2･4･6 年生、計 3940 

人【表１】を対象とし、ワー

クショップを行った。調査項

目は遊び場、およびテリトリ

ーに関する質問である【表２】

13)。調査方法は、まず子ども45 
に普段遊んでいる場所を地図 

調査日 2002 年 10 月 28 日 時間・場所 小学校体育館にて約 1 時間 30 分 

遊び場 テリトリー 
時間 

30 分 30 分 

調査項目 
遊び場 

自宅の位置 

遊び相手 

遊び内容 

移動手段 

テリトリーの範囲 

形式 

1×1.7m(s=1/2050)

の学区周辺の地図

に記入 

カード記入

語、地図に

貼付 

8×12m(s=1/250)のガリバーマップ

に足跡をつける 

質問方法 

子ども 3～5 名、スタッフ 2 名

でグループを作り地図を囲む。

最初は一人ずつに質問して回

答を得て、子どもが慣れてきた

ら作業を続けてもらう。 

司会者がインストラクションを行

った後、各グループ 1 人ずつテリト

リーを歩く。スタッフは「右手に知

っているところ、左手に知らないと

ころをみて歩いてごらん」と聞きな

がら一緒にテリトリーを歩く。 

  ○a  ○b  ○c ○d  ○e  ○f  計 

男   1 4 1 1 7 
2 年生 

女    7   7 

男 1   5  3 9 
4 年生 

女  2 1 4  1 8 

男    1   1 
6 年生 

女 4     3 7 

計 5 2 2 21 1 8 39 

表１ 調査対象者属性 
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図 2 土地利用割合           図 3 幅員別道路合計距離割合 
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表３ 学区内地区の特徴 
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上に示してもらった。次に子どもに直接「自分のテリト

リーをあるいてごらん」という形でテリトリーの境界を

歩いてもらったため、調査者側の意図がより関与せずに30 
テリトリーの境界を抽出することが可能となった14)。ま

た、遊び場調査とテリトリー調査とは直接的な関係は持

っておらず、その調査は別々なプログラムで行われてい

る【表 2】。 

２－２ 調査対象地の空間的特徴 35 
二の宮小学校は学区のほぼ中心に位置し、その周辺に

は児童館、公民館、公園など主要な施設が集中している。

また、学区のほぼ真中を縦断するように西大通り、学区

の北側に南大通り(幅

員 13.0m 以上)が通っ40 
ている【図 1】。 

さらに、学区内の土地

利用は【図 2】のように

なっており、研究所が

31％をも占めているこ45 
とが特徴的だが、学区の

西側には農地が多く残っている。道路の幅員別割合は【図

3】のようになっており、幅員 3.0～5.5m(以下道路Ａ)、

幅員 5.5m～13.0m(以下道路Ｂ)、幅員 13.0m 以上(以下道

路Ｃ)の順で総合距離は長くなっている。 50 
 
３．遊び場に関する調査結果 
テリトリーの分析に先立ち、テリトリーとの関係性が

あると考えられる学年の変化と遊び場までの距離の関係、

子どもの主な遊び場について分析を行い概略を示す。 55 
自宅から遊び場までの距離は 4 年生から 6 年生の間で

大きく変化し、遠くの遊び場に行くようになることが分

かった。特に 6 年生では、200～800ｍの間で減少するが、

800～1200m の間で遊び場数は増加している【図 4】。 

遊び場は、49％が公園、19％が自宅、学校が 12％、児60 
童館が 10％となっており、子どもは公園でよく遊んでい

ることがわかる。公園の中でも学校周辺の公園を遊び場

としている子どもが多く、高学年になると大きな公園

(10,000 ㎡以上)・小学校と、大きなスペースで遊ぶよう

になる【図 5】。 65 
 

４．子どものテリトリ

ーの概要と特徴 
 テリトリーの特徴を

把握し、テリトリーの70 
形成に何が影響要因を

検出する。 
４－１ テリト

リーの面積 
テリトリーの一75 

人あたり面積の

平均は 1.50ｋ㎡である。学年別の平均の面積は 2 年生

(1.04ｋ㎡)、4 年生(1.43k ㎡)、6 年生(2.44ｋ㎡)となっ

ており、高学年ほど、特に 4 年生から 6 年生の間にテリ

トリーの面積は拡大する。また、2～6年生のテリトリー80 
の面積・学区外のテリトリーの面積の最大・最小値はど

ちらも増加する傾向を示している。学区外に広がるテリ

トリーの面積は、一人あたり平均 0.41ｋ㎡、学年別の平

二の宮 1 丁目○a  
二の宮 2 丁目○b  

学区の最も北側で、北に
は商業地が位置する。 

二の宮 3 丁目○c  
学区の西北で、西側は農
地となっている。 

二の宮 4 丁目○d  
小学校があり、住宅が集
中している。 

松野木・上原○e  農地が約 8 割を占める。 

小野川○f  
学区の最も南側で、周囲
を農地に囲まれている。 

長峰○g  研究所のみ。 

0

1

2

3

２年生 ４年生 ６年生

面

積

（
平

方

㎞

）

テリトリーの面積

学区外のテリトリー面積

図 6 テリトリー面積変化 
表 5 学区内外別テリトリー面積の最大・最小

学区 内 外 内 外 内 外

Max (      ） 3.69 0.94 4.98 1.99 5.24 2.27

Min (      ） 0.08 0.01 0.43 0.01 0.35 0.03

２年生 ４年生 ６年生

2
km

2
k

注）松野木地区の児童は調査対象者の中
にはいない。 

図 5 学年別遊び場の種類の回答平均値 図 4 自宅からの距離による遊び場数変化 

0 1 2

2年生

4年生

6年生
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大きい公園
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小学校

道路・空き地

家

30 1 2

2年生

4年生

6年生

学年

遊び場（個）

大きい公園
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小学校

道路・空き地

家

3400 800 1200 1600
0

0.002

0.004

0.006

0.008

0.01

自宅からの距離

2年生（17人）
4年生（17人）

6年生（9人）

400 800 1200 1600
0

0.002

0.004

0.006

0.008

0.01

自宅からの距離

2年生（17人）
4年生（17人）

6年生（9人）

0

0.002

0.004

0.006

0.008

0.01

自宅からの距離

2年生（17人）
4年生（17人）

6年生（9人）

公園 自宅 学校 児童館 その他

遊び場の割合 49% 19% 12% 10% 10%

表 4 種類別遊び場割合 

図 1 学区土地利用図 
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図 7 テリトリー(全員) 

均は 2 年生(0.24ｋ㎡)、

4 年生は(0.36ｋ㎡)、6

年生は(0.78ｋ㎡)とな

っており、テリトリー

の面積と同様に高学年5 
になると拡大している

【図 6】。 
４－２ 重なりからみ

る特徴 
①全体 10 

全員のテリトリーを

重ねると【図７】のよ

うな結果が得られる。

テリトリーは学校周辺

を中心としてより多く15 
重なっていることから、

テリトリーは自宅から

学校の方向に向かって

広がっていることが分かる。重なりの人数が変化してい

る場所は、公園の周辺、また道路Ｃを境にしてテリトリ20 
ーの重なっている人数が大きく変化していることから、

公園や道路がテリトリーに対して影響力を持っているこ

とが分かる。 
②学年別 
最も重なりの少ないエリアから最も重なりの多いエリ25 

アまでをＺ～Ｗと表し、2 年生のＺを 2Ｚと表す(４・6

年生も同様)。学年別のテリトリーの重なり【図８】を比

較すると、2・4・6Ｚに関しては、各学年に大きな差は無

いが、2・4・6Ｙでは、2Ｙは大きく縮小し、重なりは学

校周辺に集中していく。このことから低学年のテリトリ30 
ーは、自宅から学校の方向に向かって小さく形成される

が、高学年のテリトリーは自宅から学校の方向に限らず、

学区全体に拡大する可能性がある。 

５．テリトリー境界の決定要素の分析 
4 の分析から、テリトリーが学校、道路、公園、学年35 

などに影響される可能性があることが分かった。そこで、

テリトリーの形成の上で重要であると考えられる、テリ

トリー境界について分析を行う。そして、学校、道路、

公園、学年がテリトリー境界の決定にどの程度影響して

いるかを数量的に考察する。また、テリトリーは自宅・40 
学校と学区との位置関係により大きく変化すると考えら

れるので、その関係性についても分析・考察を行う。 
５－１ テリトリー境界の構成要素 
テリトリー境界の構成要素、テリトリーを拡大させて

いる要素、またテリトリーの拡大を止めている要素は何45 
かを考察するため、①テリトリー境界の構成要素②テリ

トリー境界の内接面の構成要素③テリトリー境界の外接

面の構成要素について分析・考察を行う。 
①テリトリー境界の構成要素 
 テリトリー境界は、道路が 66％をしめ、道路Ｂが 35％、50 
道路Ａが 16％、道路Ｃが 15％となっている。また、遊歩

道が 13％と道路に並び高い数値となっており、それら以

外の要素がテリトリー境界になっているのは約 20％で

ある【図 9】。これより、テリトリー境界の形成には、道

路が大きく影響力を持っていることが分かる。また学区55 
内の道路 A・B・C の割合(図 3)と、テリトリーの境界要

補注）本分析において、子どものテリトリーを基本的に 4 人 1 段階とした。 図 8 テリトリー(学年別) 
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図 10 テリトリー境界の重なり 

素の割合(図 9)を比較すると、道路Ｃ・Ｂにテリトリー

境界がある割合が大きくなっていることが分かる。 

学年別に比較すると、全体的な傾向はほとんど変化が

ないものの、2 年生と 4・6年生でいくつかの相違点が見

られる。一つは 4・6 年生は 2 年生に比べて、全体的に道5 
路がテリトリー境界になっている割合が多く、特に道路

Ｃの割合が多くなる。つまり、4 年生でテリトリーが拡

大する過程において、テリトリー境界と道路Ｃが重なる

割合が多くなるといえる。また、2 年生は公園内を境界

にしている割合が多くなる。このことから低学年には公10 
園がテリトリー境界と大きく関わっている。 

それぞれの要因がどこでテリトリー境界に影響してい

るのかを見るため、テリトリー境界を地図上で重ねたも

のが【図 10】である。6 人以上重なっている境界は、全

て道路と遊歩道で構成されている。最も特徴的である道15 
路Ｃでは、学区の北側の部分(地図 10□1 )がよりテリトリ

ー境界の重なりが多い。このように同じ道路でも場所に

よって影響度は異なることが分かる。 
②テリトリー境界の内接面の構成要素 
 テリトリー境界に内接する土地利用は、住宅地が 24％、20 
研究所が 19％、公園と農地が 16％となっており、【図 2】

と比較すると公園の割合が多くなっていることが分かる。 

また、学年別には、高学年になると公園の割合が低く

なり、商業地の割合が高くなる。その他の部分は特に大

きな変化はない。このことから、低学年にとっては、テ25 
トリーを拡大させるものとして公園が影響しており、学

年になると商業施設がテリトリーを広げる可能性がある

ことが分かる。しかし商業地の多くは大通りに面してい

るため、高学年のテリトリーに対して商業地の影響が大

きいのか、大通りの影響が大きいのかは分からない。 30 
テリトリー境界の重なり【図 10】をみると、公園に外

接するテリトリー境界では、洞峰公園の周り(□2 )、二の

宮小学校の周囲(□3 )で最も多くなっている。 
③テリトリー境界の外接面の構成要素 
 テリトリー境界に外接する土地利用は、住宅地が 34％、35 
研究所が 26％、農地が 23％、商業施設が 9％となってお

り、特に大きな傾向はみられない。 

学年別には、研究所の割合が 2 年生と４年生の間に減

少し、内接面と同様に商業地の割合が増えている。この

ことから、2 年生にとって研究所がテリトリーを広げる40 
障害となるが、4 年生になるとそれが障害となる可能性

が低くなることが分かる。商業地に関しては、内接面と

ほぼ同じ変化を示し、道路がテリトリー境界の決定に与

える影響の方が大きいと考えられる。 

５－２ テリトリー境界と学区との関係 45 
学区境界がテリトリー境界の形成にどのように影響を 

及ぼしているかを考察する。 
①テリトリー境界の学区境界との重なりの分析 
テリトリー境界が学区境界に重なる割合は平均で全長

の 14％となっている。学年が上がると学区境界に重なる50 
割合は増加し、その傾きはほぼ一定である【図 11】。こ

のことから学年が上がりテリトリーが広がる上で、学区

境界がテリトリー境界を制限する割合は増え、高学年に

なっても学区境界が影響していることが分かる。テリト

リー境界の重なり【図55 
10】では、学区と重な

っている場所の多く

は遊歩道上である。ま

た地区 a の北側(□4 )、
地区 f の周り(□5 )と学60 
区の角になっている

場所では、学区境界と

テリトリー境界が重

なる人数が多い。 
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図 9 テリトリーの境界要素 
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②学区外のテリトリー境界の分析 
 テリトリー境界が学区外にある割合は、平均で全長の

35％となっている。学年別には 2 年生と 4 年生の間でそ

の割合はわずかに減少し、4 年生から 6 年生の間に大き

く増加し、6 年生では、学区外が学区内のテリトリー境5 
界距離を上回る。このことからテリトリーは、4 年生か

ら６年生の間に大きく学区外に広がることが分かる。 

 テリトリー境界の重なりをみると、学区外では重なり

の多い境界は少なくなるが、(□6 )の遊歩道をテリトリー

境界とする子どもが多い。テリトリー境界の重なり【図10 
10】をみると、学区と重なっている場所の多くは遊歩道

上である。また、地区 a の北側(□4 )、地区 f の周り(□5 )

と、学区の角になっている場所では、学区境界とテリト

リー境界が重なる人数が多い。 

５－３ 自宅の位置と学区のテリトリー形成への影響 15 
テリトリーの広がりの方向性と、自宅、学区との位置

関係との関連性をより視覚的に示すため、ＧＩＳを用い

子どものテリトリー境界を、学校を中心として学区境界

を基準とし、トポロジー変換し表した。そのデータをも

とに、テリトリーの広がりを分析する。(以下数字は子ど20 
のＩＤ番号を表す)  

全体的な傾向として、学区の内側にほぼテリトリーが

含まれるもの(16.17.19.20.24.26.31.33.34.36.38)には、

２年生が多いことが分かる。また、自宅の位置の違いで、

テリトリーと学区との関係は異なる傾向がみられるため、25 
地区別の分析を行う。学校を中心として北側の地区

(a.b.c)、中心地区(d)南西の地区(e.f)で地区を分ける。 
①自宅のある地区別の学区とテリトリーの広がりの関係 
a.b.c 地区(1～9)は、自宅から見て北側には学区外に

までテリトリーを形成しており、学区外に広がる方向は30 
北東方向である(1.3.4.5.6.7.8.9)。また学区内にもテリ

トリーを形成しているが、学区の南東に限定されている

ものが多い(3.4.5.6.)。b 地区に関しては自宅側のテリ

トリーと学校側のテリトリーが繋がらないという特徴を

持つ。d 地区は、学校の南側にテリトリーを形成する子35 
どもが少ない。また北東にテリトリーを形成するもの(10 

 

図 12 テリトリーのトポロジー変換図 
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.11.16.21.24.25.27.28.29.30)が多く、その方向にのみ

テリトリーが学区外に広がっている。e・f 地区(31～39)

は、自宅から見て南西には自宅方向であるにもかかわら

ずテリトリーは広がらず、北東で学区外にテリトリーが

広がる(32.33.34.35.37.39)。しかし、高学年になると自5 
宅の方向以外では様々な方向に学区外にテリトリーが広

がる(35.37.39)。自宅近くのテリトリーが学校側のテリ

トリーと分割されている子どもも多い(33.34. 36.38)。 

②要因の考察 
 地区a.b.cと地区e.fの違いは明確であり、地区a.b.c10 
は自宅側の学区外、学区内両方にテリトリーを形成して

いる。それに対し、地区 e.f は、自宅側は学区内にほぼ

含まれ、学区内に大きくテリトリーを形成している。こ

れは、地区 a.b.c は学区外も住宅地でつながっているの

に対し、地区 e.f に関しては、住宅地の外側がすぐに農15 
地となっており、テリトリーの拡大が妨げられているこ

とが要因であると考えられる。ここから、農地にはテリ

トリーの拡大を妨げる要素があることがいえる。 

また、テリトリーが学区外に広がることの多い場所は

自宅の位置に関わらず北東である。これは、北東にはテ20 
リトリーを広げる要素をもつ公園が学区内から学区外に

点在(図 10□7 )しており、遊び場が多く、学区外に誘導さ

れやすいことが要因だと考えられる。 
５－４ 総合分析 

５－１では、道路Ｂ.Ｃによりテリトリー境界が構成さ25 
れる傾向が強くテリトリーの広がりを止めてたこと、ま

た、テリトリー境界の内接面に公園の占める割合が多く、

テリトリー境界は公園により拡大されることがわかった。

５－２では、遊歩道・学区の南北端などの場所では学区

境界がテリトリー境界に強い影響を及ぼしていたが、境30 
界に影響する要素が複数重なっており、他の要因(遊歩

道・道路Ｂなど)とも関係していることがわかった。５－

３では、地区別のテリトリー対比から自宅から同じ程度

の距離でも、住宅地から住宅地、また中心市街地の方向

にはテリトリーは広がるが、住宅地から農地の方向には35 
テリトリーが広がらないことが分かる。また、地区 e・f

の学校と住宅地の間に農地がある場合は、テリトリーが

その間で分割していることが多いことがわかった。 

 次に学年別の傾向を考察する。2 年生は公園内を境界

にする割合が高く、内接面の土地利用が公園である割合40 
が高いことから、テリトリー境界の決定に公園が強く影

響を与えていることが分かる。逆に研究所がテリトリー

の拡大を妨げており、またテリトリーが学区内に含まれ

る場合が多く、テリトリーの広がりが学区境界に制限さ

れることが分かる。4 年生は、テリトリー境界の土地利45 
用に関しては道路Ｂ.Ｃの影響が特に大きく、道路Ｂ.Ｃ

がテリトリーの拡大を妨げることが分かる。テリトリー

境界が学区境界と重なる割合、またテリトリー境界が学

区外にある割合は多いとはいえない。6 年生は、テリト

リー境界の土地利用は 4 年生とほぼ変わらないが、テリ50 
トリー境界が学区外にある割合が６年生では特に大きく

なっていることから、6 年生は学区がテリトリーの拡大

を妨げる要素にはなるが、それ以上にテリトリーを学区

外に広げることが分かる。 
学年別にまとめると、2 年生は公園からテリトリーを55 

広げ、4年生はテリトリーを拡大するものの、道路Ｂ.Ｃ

や、学区境界に妨げられる。6 年生は 4 年生と同様に道

路Ｂ.Ｃや学区境界にテリトリーの拡大を妨げられるが、

それでも学区外にまでテリトリーを広げる傾向が強い。 

６ 結論 60 
 本研究の結果、以下の結論が得られた。 
①テリトリーは自宅から学校方向に向かってより大きく

広がる。テリトリー面積は学年が上がると増加し、低学

年は自宅から学校方向に小さくテリトリーを形成し、高

学年は学校方向に限らず、学区全体に大きくテリトリー65 
を形成する。 

②幅員 5.5ｍ以上の道路がテリトリー境界に与える影響

は強く、特に４・６年生のテリトリー境界となっている。

遊歩道も子どものテリトリー境界に影響を与えている。

公園がテリトリーを拡大させ、特に 2 年生はテリトリー70 
境界の決定において公園に影響を受けやすい。このよう

に学年の違いからテリトリー境界の決定要素は異なる。 

③学年が上るとテリトリー境界が学区境界と重なる割合

は増加する。テリトリー境界が学区外にある割合は 2 か

ら4年生で若干減少するが、6年生で広がる傾向がある。 75 
④住居地区によってテリトリーの形成は変化する。特に

自宅から住宅地が続いている地区にはテリトリーは広が

りやすく、農地にはテリトリーは広がりにくい。 
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